
８2024年（令和6年）6月30日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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第13 号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
の
２
０
２
４
年
度
通
常
総
会
が

日
（
月
）

午
後
２
時
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
根
室
・
釧
路
管
内

の
商
工
会
議
所
会
頭
や
商
工
会
長
ら

人
が
出
席
。
総
会
終
了
後
に
は
、
地
元
関
係
機
関

へ
の
要
望
会
を
実
施
し
、
地
域
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
協
力
を
求
め
た
。
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日に
開催し
た総会

委嘱状の交付を受ける小
林嘉明運営委員長（右）

要望書を手交する山田代表幹事（右から２番目）と
坂釧路開建部長（右）

ヒ
ア
ガ
ー

デ
ン
を
Ｐ

Ｒ
す
る
阿

部
実
行
委

員
長（
左
）

ら

ＪＲ貨物の2024年問題への対応を紹介した講演会

　
当
所
と
㈱
ま
ち
づ
く
り
釧
路

が
運
営
す
る
釧
路
市
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
（
会
長
・
栗

林
定
正
当
所
会
頭
）
の
総
会
が

日
（
月
）
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
度

の
事
業
・
決
算
報
告
や
今
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
。

　
同
協
議
会
は
民
間
事
業
者
や

市
民
団
体
な
ど
で
構
成
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
釧
路
市
が

作
成
す
る
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
関
す
る
協
議
や
意

見
提
出
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
長
は
「
釧
路

市
で
は
、
鉄
道
高
架
事
業
や
北

大
通
な
ど
の
再
構
築
事
業
を
進

め
て
い
る
。
協
議
会
と
し
て
も

参
画
し
て
い
る
皆
様
の
声
を
釧

路
市
へ
届
け
る
べ
く
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
協
議
会

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
研
究
会

で
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
活
動
を
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
引
き
続
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
釧
路
駅
周

辺
再
整
備
後
の
北
大
通
の
に
ぎ

わ
い
創
出
に
向
け
た
人
流
づ
く

り
や
沿
道
の
投
資
・
活
用
を
促

す
た
め
の
事
業
の
具
体
化
、
実

現
に
向
け
た
課
題
の
整
理
を
進

め
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
た
。
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当
所
運
輸
交
通
部
会
（
益
子

良
弘
部
会
長
）
主
催
、
（
一
社
）

釧
根
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど

の
後
援
に
よ
る
講
演
会
が

日

（
水
）
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ

せ
て
約

人
が
出
席
し
た
。

　
本
講
演
会
は
、
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
の
物
流
の
在
り
方
を

考
え
る
場
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
日
本
貨
物
鉃
道
㈱
（
＝
Ｊ
Ｒ

貨
物
）
北
海
道
支
社
の
安
田
晴

彦
執
行
役
員
北
海
道
支
社
長
と

中
村
隆
営
業
部
長
を
招
き
行
っ

た
。

　
は
じ
め
に
安
田
氏
が
「
ト
ラ

ッ
ク
、
船
、
航
空
、
鉄
道
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
モ
ー

ダ
ル
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
し
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

の
ち
、
中
村
氏
が
『
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

貨
物
北
海
道
支
社
の
取
組
み
〜

道
内
の
産
業
、
道
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
貨
物
鉄
道
輸
送
を
目

指
し
て
〜
』
と
題
し
講
演
し
た
。

　
中
村
氏
は
、
政
府
の
物
流
革

新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
「
当
社
で

は
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
の
取
り
扱

い
拡
大
を
考
え
て
い
る
ほ
か
、

他
の
輸
送
モ
ー
ド
の
特
長
を
生

か
し
連
携
を
図
る
こ
と
を
柱
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
」
と
、

貨
物
駅
構
内
に
倉
庫
を
設
け
鉄

道
と
ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
替
え
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
道
内
に
お
け
る
課
題

に
焦
点
を
当
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
対

応
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
依
存

に
よ
る
輸
送
力
の
低
下
、
生
鮮

食
品
の
輸
送
が
難
し
く
な
る
こ

と
を
挙
げ
た
上
で
、
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ぶ
貨
物
を
道
内
各
地
へ
回

送
す
る
空
の
コ
ン
テ
ナ
を
活
用

し
輸
送
す
る
取
り
組
み
や
、
温

度
管
理
で
き
る
コ
ン
テ
ナ
の
活

用
、
省
庁
と
連
携
し
た
災
害
時

輸
送
の
実
証
実
験
の
実
施
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
中
村
氏
は
「
道
内
の

暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
皆
さ

ま
と
連
携
し
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
第
１
回
商
工
振
興
委
員
連
絡

会
議
が
、

日
（
月
）
午
前

時

分
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　
振
興
委
員
は
、
当
所
と
小
規

模
事
業
者
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役

と
し
て
地
区
別
・
業
種
別
に
委

嘱
さ
れ
、
現
在

人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
冒
頭
、
福
田
紀
幸
当
所
中
小

企
業
委
員
長
は
日
頃
の
活
動
へ

の
感
謝
を
伝
え
た
の
ち
「
事
業

者
の
経
営
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
当
所
と
し
て
も
講

習
会
や
窓
口
相
談
な
ど
を
通
じ

て
、
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
そ
の
後
、
福
田
委
員
長
よ
り

委
員
を
代
表
し
て
小
林
嘉
明
運

営
委
員
長
へ
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
事
で
は
、
産
業
視
察
研
修

会
や
、
会
議
所
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
積
極
的
な
企
業
訪
問

の
実
施
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
釧
路
市

総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
の
石

崎
申
悟
専
門
員
か
ら
釧
路
市
の

防
災
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　
釧
路
た
の
・
う
ま
・
ベ
イ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー

デ
ン
協
議
会
（
阿
部
将
和
実
行

委
員
長
＝
当
所
青
年
部
会
長
）

は

日
（
火
）
に
『
釧
路
ヒ
ア

ガ
ー
デ
ン
２
０
２
４
』
を
８
月

日
（
土
）
〜

日
（
土
）
の

日
曜
を
除
く

日
間
で
開
催
す

る
と
発
表
し
た
。
営
業
時
間
は

午
後
５
時
〜
８
時
ま
で
。

　
今
年
で

回
目
を
迎
え
る
本

事
業
は
、
釧
路
の
シ
ン
ボ
ル
エ

リ
ア
で
あ
る
釧
路
川
リ
バ
ー
サ

イ
ド
エ
リ
ア
で
開
催
す
る
こ
と

で
、
市
民
に
釧
路
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
も
ら
い
、
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
会
場
は
立
ち
飲
み
の
バ
ル
形

式
で
、
テ
ー
ブ
ル
代
わ
り
に

個
の
ド
ラ
ム
缶
を
置
く
。
ド
リ

ン
ク
は
ビ
ー
ル
や
海
霧
レ
モ
ン

サ
ワ
ー
、

地
酒
福
司

な
ど
を
提

供
す
る
ほ

か
、
バ
ー

テ
ン
ダ
ー

振
興
協
会

釧
路
に
よ
る
カ
ク
テ
ル
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
釧

路
の
食
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
飲
食
ブ
ー
ス
も
並
ぶ
予
定
で

釧
路
管
内
の
飲
食
店
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
対
象
に
出
店
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は

７
月
１
日
（
月
）
よ
り
栄
屋
酒

店
・
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
・
湿
原
の
風
ア

リ
ー
ナ
・
当
所
な
ど
で
販
売
す

る
。
１
枚
２
０
０
０
円
で
２
２

０
０
円
分
の
ド
リ
ン
ク
を
購
入

で
き
る
。

　
記
者
発
表
で
阿
部
実
行
委
員

長
は
「
地
域
が
誇
る
リ
バ
ー
サ

イ
ド
に
地
域
住
民
な
ど
が
集

い
、
釧
路
の
夕
日
を
見
な
が
ら

至
福
の
一
杯
を

楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」
と
来

場
を
呼
び
掛
け

た
。

　
悪
天
候
時
の
開
催
の
有
無
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
釧
路
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
記

Ｑ
Ｒ
）
か
ら
。

　
当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路
商

工
会
議
所
と
同
管
内
に
所
在
す

る

の
商
工
会
で
構
成
さ
れ
両

圏
域
が
抱
え
る
懸
案
事
項
に
対

し
、
力
を
結
集
し
て
早
期
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
。
山
田
康
志
根
室
会
頭

と
栗
林
定
正
当
所
会
頭
が
代
表

幹
事
を
務
め
、
根
室
管
内
商
工

会
連
合
会
の
上
原
芳
昭
会
長
、

釧
路
管
内
同
連
合
会
の
土
井
茂

人
会
長
が
幹
事
を
担
う
。

　
総
会
の
冒
頭
に
、
栗
林
代
表

幹
事
は
当
機
構
が
長
年
要
望
し

て
き
た
北
海
道
横
断
自
動
車
道

『
阿
寒
―
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
』
の
令

和
６
年
度
開
通
に
触
れ
「
道
路

網
の
整
備
は
利
便
性
の
向
上
だ

け
で
な
く
物
流
の
効
率
化
や
観

光
振
興
、
防
災
力
の
向
上
に
も

重
要
。
根
室
ま
で
の
延
伸
に
向

け
て
中
央
へ
声
を
届
け
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
続
け
て
「
地

域
の
山
積
す
る
課
題
解
決
に
向

け
て
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す

る
た
め
皆
様
の
力
強
い
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
事

業
報
告
や
令
和
６
年
度
事
業
計

画
、
今
後
行
う
要
望
に
関
す
る

項
目
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。
要
望
項
目
は
『
太
陽

光
発
電
設
備
の
規
制
に
関
す
る

条
例
の
制
定
』
、
『
釧
路
川
流

域
の
河
川
空
間
の
基
盤
整
備
』

な
ど
新
規
４
件
を
追
加
し
た

件
と
な
っ
て
い
る
。

　
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
地

元
要
望
で
は
、
釧
路
総
合
振
興

局
の
木
村
英
也
局
長
、
米
山
晋

司
副
局
長
、
根
室
振
興
局
の
鈴

木
昭
弘
副
局
長
に
要
望
書
を
手

渡
し
、
地
域
課
題
の
早
期
解
決

を
要
請
し
た
。

　
続
い
て
、
釧
路
開
発
建
設
部

の
要
望
で
は
山
田
代
表
幹
事
よ

り
坂
憲
浩
部
長
に
要
望
書
を
手

交
し
、
懸
案
事
項
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
よ
う
求
め
た
。

　
要
望
を
受
け
坂
部
長
は
「
日

本
、
北
海
道
に
お
け
る
生
産
空

間
を
守
る
た
め
に
も
道
東
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
重
要
。
予
算
の

獲
得
に
向
け
て
今
後
も
根
釧
地

域
の
熱
意
が
込
め
ら
れ
た
要

望
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
今
後
、
当
機
構
で
は
７
月
９

日
〜

日
に
札
幌
と
東
京
で
国

会
議
員
や
関
係
省
庁
等
を
訪
問

し
、
中
央
要
望
を
行
う
。


